
基本構想
目標年次：平成28年

基本計画
計画期間：平成19年度～平成28年

行動計画
3カ年計画（毎年ローリング）

将
来
像
は
「
心
お
ど
る
水
都
・
と
く
し
ま
」

合
計
画
策
定
に
向
け
て

総

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日１１：５０～正午放送／『徳島市NOW』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

4月１５日2007
平成１９年４月１日現在

（前月比）

人 口 ２６０，１５９人（－１，３４２）
男 １２３，７３４人 （－８０１）
女 １３６，４２５人 （－５４１）

世帯数 １０９，２０１世帯（－３９１）
面 積 １９１．３９�

（ホームページ）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/
（携帯）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/i/ No．７５７

徳
島
市
は
、
四
国
一
の
大
河
吉
野

川
を
は
じ
め
、
大
小
１
３
８
の
河
川

が
市
内
を
縦
横
に
流
れ
、
緑
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
で
あ
る
眉
山
、
ま
た
、
中

心
市
街
地
に
は
城
山
を
中
心
と
し
て

新
町
川
・
助
任
川
に
囲
ま
れ
た
ひ
ょ

う
た
ん
島
が
あ
る
な
ど
、
他
都
市
に

類
を
み
な
い
、
「
水
」
と
と
も
に
発

展
し
て
き
た
都
市
で
す
。

こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
、

そ
の
中
で
育
ま
れ
た
阿
波
お
ど
り
な

ど
の
個
性
あ
る
魅
力
的
な
文
化
を
引

き
続
き
大
切
に
守
り
育
て
な
が
ら
、

す
べ
て
の
市
民
が
輝
き
、
誇
り
を
も

っ
て
夢
や
希
望
を
語
り
あ
え
る
、
心

が
お
ど
る
よ
う
な
徳
島
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
創
造
し
て
い
き
た
い

と
い
う
考
え
か
ら
、
「
心
お
ど
る
水

都
・
と
く
し
ま
」
を
本
市
の
将
来
像

と
定
め
ま
し
た
。

今
回
、
策
定
し
た
「
基
本
構
想
」

に
基
づ
き
、
施
策
の
具
体
的
な
推
進

方
策
を
明
ら
か
に
す
る
「
基
本
計

画
」
を
今
年
９
月
に
、
ま
た
、
基
本

計
画
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
な
事
業

の
実
施
を
示
す
「
行
動
計
画
」
を
平

成
２０
年
３
月
を
め
ど
に
策
定
す
る
予

定
で
す
。

な
お
、
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
市
民
会
議
や
徳
島
市
ま
ち

づ
く
り
意
見
提
出
制
度
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
な
ど
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
た

計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆

◆

◆

総
合
計
画
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、

徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

総
合
計
画
と
は
、ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
示
す
も
の
で
す
。現
在
、徳
島

市
で
は
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
、地
方
分
権
の
本
格
化
、地
球

規
模
で
の
環
境
問
題
の
深
刻
化
、東
南
海
・
南
海
地
震
の
発
生
確
率
の
上
昇

な
ど
の
外
部
環
境
の
変
化
や
、厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
、４０
万
人
規
模
の
中
核
市
構
想
の
推
進
な

ど
、新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
適

切
か
つ
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、平
成
２８
年
を
目
標
年
次
と
す
る
今

後
１０
年
間
の
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、こ
の
た
び
、計
画
の
土
台
と
な
る
本
市
の
将
来
像
や
そ
の
実
現
の
た
め

の
理
念
な
ど
を
示
し
た「
徳
島
市
基
本
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た
。

第
４
次
徳
島
市
総
合
計
画
基
本
構
想
を
策
定

「「「「「「「「「「「「「「「「
心心心心心心心心心心心心心心心心
おおおおおおおおおおおおおおおお
どどどどどどどどどどどどどどどど
るるるるるるるるるるるるるるるる
水水水水水水水水水水水水水水水水
都都都都都都都都都都都都都都都都
・・・・・・・・・・・・・・・・
とととととととととととととととと
くくくくくくくくくくくくくくくく
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま
」」」」」」」」」」」」」」」」
を
目
指
し
て

徳 島 市 基 本 構 想 の 構 成

ま ち づ く り の 基 本 目 標将来像ま ち づ く り の 基 本 理 念

心心
おお
どど
るる
水水
都都
・・
とと
くく
しし
まま

にぎわいの都市づくり「元気とくしま」の実現
～都市に活力がみなぎり、

夢が実現するまち～
個性的で活力と魅力にあふれた、全国に
存在感を発信できる、「元気とくしま」の実
現を目指します。

しあわせの生活づくり
～豊かな自然と調和し、

快適で安全なまち～
「安心とくしま」の実現
すべての市民が生涯を通じて、心も体も
健康で、安全に暮らすことのできる、「安心
とくしま」の実現を目指します。

ぬくもりの社会づくり
～お互いを支えあい、すべての

人が健やかに暮らすまち～
「信頼とくしま」の実現

かがやきの人づくり市民・事業者・行政がともに信頼しあい、市
民がまちの主役としていきいきと輝くことの
できる、「信頼とくしま」の実現を目指します。

～人と文化を育み、
未来へ飛躍するまち～

新しい徳島の
まちづくりに向けて

徳島市長 原 秀樹

まちの魅力や活力は、
そこに住む市民の皆様の
日々の暮らしや、そこで
育まれたお互いの絆の中
からこそ生まれてくるも
のです。

そして、まちづくりについても、そうした
「まち」の主役である市民の皆様一人ひとり
の参加と協力なくしては、決して達成し得る
ものではありません。
私は、この「心おどる水都・とくしま」と

いう本市の将来像を、市民の皆様としっかり
と共有し、心を一つにして、このまちに生ま
れてよかった、住んでよかったと心からしあ
わせを実感できる新しい徳島のまちづくりに
向け、全力で取り組んでまいります。

▲昨年、開催した「徳島市総合計画市民会議」

総 合 計 画 の 構 成
＝まちづくりの主要課題を踏まえ、その基本理念と将来像
を定め、実現するための基本目標と施策の大綱を明らか
にしたもの（平成１９年３月策定）

＝基本構想に基づき、その目的を達成するため、施策
の具体的内容を部門別に体系化したもの（平成１９年
９月策定予定）

＝基本計画に基づく基本的な施策を計画的かつ効率
的に実施するために、具体的な事業の実施を示し
たもの（平成２０年３月策定予定）

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈企
画
調
整
課
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６
２
１
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５

発行：徳島市（毎月１日・１５日発行） 〒７７０‐８５７１ 徳島市幸町２丁目５ �（０８８）６２１‐５１１１（代表）



初
め
て
の
投
票
・
・
・

で
も
簡
単
�

徳
島
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

は
４
月
２２
日
�
が
投
票
日
で
す
。

投
票
時
間
は
午
前
７
時
〜
午
後

８
時
で
す
。

【
投
票
資
格
】

昭
和
６２
年
４
月
２３
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
こ
と
し
１
月

１４
日
ま
で
に
徳
島
市
に
住
民
登

録
を
し
、
引
き
続
き
３
ヵ
月
以

上
本
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
。

た
だ
し
、
投
票
日
当
日
ま
で

に
市
外
へ
転
出
し
た
場
合
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

【
市
内
間
で
転
居
し
た
人
】

す
で
に
徳
島
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
、

４
月
１１
日
か
ら
２２
日
ま
で
に
転

居
し
た
と
き
は
、
転
居
前
の
住

所
地
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

選
挙
の
お
知
ら
せ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
学
生
の
選
挙
権
】

徳
島
市
を
離
れ
て
修
学
中
の

学
生
は
、
現
在
居
住
す
る
市
町

村
へ
住
民
登
録
の
届
出
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
本
市
を
離
れ
て
修
学

中
の
学
生
は
、
た
と
え
本
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
場
合
で
も
（
選
挙
の
お
知

ら
せ
が
届
い
て
も
）、特
段
の
事

情
の
な
い
限
り
投
票
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

【
選
挙
の
お
知
ら
せ
】

世
帯
主
あ
て
（
世
帯
員
３
名

連
記
）で「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」

の
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。
各

自
の
部
分
を
切
り
取
り
、
投
票

所
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
選
挙
の
お
知
ら
せ
の

は
が
き
が
な
く
て
も
投
票
資
格

が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
投

票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
】

投
票
日
の
投
票
時
間
内
に
、

仕
事
の
都
合
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
私
用
で
投
票
区
域
外
へ
出
向

か
れ
る
予
定
が
あ
る
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

﹇
期
間
・
時
間
﹈４
月
１６
日
�
〜

４
月
２１
日
�
。
時
間
は
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
８
時
。

﹇
場
所
﹈徳
島
市
役
所
本
館
１
階

国
際
親
善
コ
ー
ナ
ー

※
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
施
設
や
滞
在
地
お
よ
び
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い

て
も
、
期
日
前
投
票
と
同
じ
く

告
示
日
の
翌
日
か
ら
の
投
票
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
の
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請
求
は
、

４
月
１８
日
�
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
選
挙
公
報
の
配
布
】

選
挙
公
報
は
、
４
月
１９
日
ま

で
に
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

届
か
な
い
場
合
は
市
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
役
所
の
ほ
か
、
最
寄

の
支
所
や
公
民
館
に
も
備
え
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

①
筆
記
用
具
や
印
鑑
は
不
要
で

す
。
選
挙
の
お
知
ら
せ
の
は
が

き
を
持
っ
て
投
票
所
へ
。

②
投
票
所
受
付
で
は
が
き
と
選

挙
人
名
簿
を
照
合
し
、
投
票
用

紙
交
付
係
が
投
票
用
紙
を
お
渡

し
し
ま
す
。

③
記
載
台
で
、
投
票
用
紙
に
候

補
者
名
を
記
載
し
、
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。
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病病児児・・病病後後児児デデイイササーービビスス
投
票
日
は
４
月
２２
日
�

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

徳島市では、これまでの「病後児デイサービス」
に加え、病気が回復期に至らない場合でも医療機関
において利用できる「病児デイサービス」を、平成
１９年４月１日から実施しています。

■実施施設

［対象となる病気］かぜ、消化不良症（多症候性下痢）など乳幼児が日
常かかる疾病やはしか、水ぼうそう、風疹などの感染性疾患、喘息な
どの慢性疾病および骨折などの外傷性疾患など。
［申込方法］利用申請書を実施施設に提出（申請書には、かかりつけ医師
による、病児または病後児保育が可能であるとの記載が必要）
［問い合わせ先］保育課（�６２１－５１９３）

徳
島
市
で
は
、

災
害
時
に
市
民
に

防
災
情
報
を
お
届

け
す
る
た
め
同
報

無
線
設
備
の
整
備

を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
度
、
津
波
避

難
困
難
地
域
で
の

整
備
が
完
了
し
ま

し
た
。
防
災
ス
ピ

ー
カ
ー
の
設
置
場

所
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

同
報
無
線
設
備

は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
、
地
震
発

生
に
伴
う
津
波
警

報
の
発
表
や
大
規
模
災
害
時
の

避
難
勧
告
な
ど
の
緊
急
防
災
情

報
を
は
じ
め
、
大
地
震
発
生
後

の
応
急
救
護
所
設
置
や
非
常
食

配
布
な
ど
の
生
活
情
報
、
そ
の

他
防
災
に
関
す
る
重
要
な
情
報

を
屋
外
に
設
置
し
た
防
災
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
サ
イ
レ
ン
お
よ
び

音
声
に
よ
っ
て
伝
達
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

な
お
、
放
送
時
の
内
容
は
電

話
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。電
話
番
号
は
０
１
８
０（
９

９
８
）
９
１
１
で
す
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ

な
ど
一
部
使
用
で
き
な
い
電
話

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
常
時

に
は
、
こ
の
電
話
番
号
で
徳
島

市
内
に
お
け
る
火
災
発
生
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

今
年
度
は
、
津
波
避
難
対
象

地
区
や
河
川
氾
濫
に
よ
り
浸
水

被
害
が
想
定
さ
れ
る
地
区
な
ど

に
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
を
増
設
す

る
予
定
で
す
。

同同報報無無線線設設備備（（防防災災ススピピーーカカーー））
をを整整備備ししてていいまますす

《《防防災災ススピピーーカカーーのの設設置置場場所所》》
○川内地区＝日枝神社（川内町富久）・川内分団詰所（川内町松岡）・小松海
岸公園（川内町旭野）
○渭東、渭北、沖洲地区＝渭東コミュニティセンター（福島２丁目）・徳島大
学総合運動場（北常三島町３丁目）・市立高等学校（北沖洲１丁目）・沖洲コ
ミュニティセンター（北沖洲３丁目）・徳島港公園（南末広町）・沖洲公園（南
沖洲５丁目）・北部浄化センター（東沖洲１丁目）
○津田、勝占地区＝徳島ハイタク共同組合南（津田海岸町）・津田コミュニテ
ィセンター（津田町４丁目）・㈱ＫＲＫカキハラ南（津田海岸町）・東部環境
事業所（論田町）・大神子公園（大原町）・小神子山（大原町）

徳
島
市
で
は
、
徳
島
市
立
高

校
校
舎
な
ど
の
整
備
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
に
よ
り
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
整
備
事
業
で
は
、
校
舎

の
ほ
か
に
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
、
学
校
施
設
の
大
部

分
を
改
築
し
ま
す
。

ま
た
多
目
的
ホ
ー
ル
を
設
置

す
る
な
ど
魅
力
や
特
色
の
あ
る

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
む
ほ
か
、

学
校
利
用
者
や
地
域
住
民
の
安

全
を
確
保
し
、
災
害
時
に
避
難

所
と
し
て
機
能
で
き
る
よ
う
、

耐
震
性
貯
水
槽

や
物
資
保
管
庫

を
設
置
し
ま
す
。

今
後
は
、
今

年
６
月
議
会
で
議
決
が
な
さ
れ

た
後
、
民
間
事
業
者
を
募
集
し
、

審
査
委
員
会
で
選
定
の
後
、
事

業
者
を
決
定
し
ま
す
。
校
舎
部

分
の
工
事
は
、
平
成
２０
年
夏
頃

に
開
始
し
、
平
成
２１
年
末
頃
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
事
業
の
実
施
方
針
は
徳

島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆呉・大和ミュージアム、筆の里工房
５月３日�〈日帰り〉
大人８，８００円、小人８，０００円（昼・夕食付き）
◆葵まつり 京都フリータイム
５月１５日�〈日帰り〉
大人５，５００円、小人３，８００円（食事なし）
◆岡山ＲＳＫバラ園と宝福寺精進料理・
倉敷散策
５月２９日�〈日帰り〉
９，８００円（昼食付き）
◆永沢寺花しょうぶ園とマリンピア神戸
ポルトバザール
６月９日�〈日帰り〉
８，７００円（昼食付き）
◆尾瀬ケ原縦走たっぷりコース
６月１０日�～１３日�〈３泊４日〉
５７，０００円（全食事付き）
問市バス観光係（�６５２－２１３３）

［譲ります］（品名、使用年数）

▽ベビーベッド、５年、２，０００円 ▽ハイア
ンドローベッド、５年、２，０００円 ▽電位治
療器、１０年、５，０００円 ▽カーテレビ、２年、
１，０００円 ▽簡易印刷機、７年、無償
［譲ってください］ ▽二槽式洗濯機 ▽水槽
（アクリル９０㎝以上） ▽家庭用電話機（子
機付き） ▽自転車（２６インチ）、ジャング
ルジム（室内用） ▽着物着付練習用ボディ
申はがきに希望の品（１人１品目）・
住所・名前・電話番号を記入し、４月２０
日	までに消費生活センター（〒７７０－
０８３４元町１）へ。同２５日�に抽選し、当
選者に連絡。詳しくは徳島市ホームペー
ジでご確認ください。
問徳島市消費生活センター（�６２５－２３
２６ 火曜日・祝日は休み）

親親子子ふふれれああいいププララザザ市バス 旅への誘い不用品活用市民防災指導員を募集
【５月の行事】 �657‐0065

いずれも参加無料。※印は要申し込み。
★印は当日先着３０組

地震や風水害などの大規模災害に備え、ボ
ランティアとして各地域に出向き、地域の防
災訓練や防災知識の普及啓発の助言・指導を
行う「市民防災指導員」を募集します。
主な活動内容は、防災訓練や災害図上訓練、
防災マップの作成、防災研修会の講師や補助
などです。
［対象］防災について知識や
関心のある市内に在住の人
［募集人数］５０人程度
［活動期間］平成２０年３月３１
日まで
［申し込み］東・西消防署にあ
る応募用紙（郵送・ファクス可）で、４月１６日�
～５月２日�に消防局予防課（〒７７０－０８５５ 新
蔵町１丁目８８ �６５６－１１９３ 
６５６－１２０１）へ。

◆子育てセミナー
「いっぱいほしいなこどもの日」※
日時 ５月１１日	 １０：３０～１１：１０
場所 親子ふれあいプラザ（きりんルーム）
講師 野本 ふくみさん
定員 就学前の子どもとその保護者２５組

◆親子教室
対象：就学前の子どもとその保護者

四国大学附属
保育所

保育所

病後児

寺島本町西
２丁目３５－９

６０２－４８６０

月～金曜日は８：３０～１８：００、土曜日は８：３０～１７：００

２人

１日 ２，０００円（昼食、おやつ代は含まない）
※生活保護世帯・市民税非課税世帯は無料、所得税非課税世帯は１，０００円

川内わかば
保育園

保育所

病後児

川内町鶴島
４番地の１

６６５－７７６８

２人

田山チャイルド
クリニック

医療機関

病児・病後児

北矢三町３丁目
３－４１

６３３－２０５５

４人

藤岡クリニック

医療機関

病児・病後児

昭和町８丁目
６６番地

６２２－００１２

４人

施設名

種別

対象児童

住所

電話番号

保育時間

定員

利用料金

内 容

絵本の読み聞かせ

お話を楽しもう★

子育てカウンセリング※
カウンセラー 和田厚子さん（英語も可）

つくって遊ぼう★

お誕生パーティー※（５月生まれ）

開館時間は９：００～１８：００（日・祝は１６：００まで）月曜日は休館

日 時

毎日１０：３０～１１：００
１４：３０～１５：００

９日�１０：３０～１１：２０

１１日	
１０：３０～１５：００

１８日	１０：３０～１１：２０

２４日�１０：３０～１１：２０

徳島市は、個人情報の取扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。
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保険年金推進員

とくしま植物園講習会

内 容

ポプリうさぎ

七夕飾り

開催日

５／１０�
５／２４�
６／７�
６／２１�

回

１
２
３
４

内 容

色鮮やかな押し花作り

押し花ポストカードのデザインと
密閉の方法

お花のファブリックパネル作り

開催日

５／２２�

６／５�

６／１９�

回

１

２

３

内 容
プランターでの花づくり
初めてのハンギングバスケット

開催日
５／１３�
５／２７�

回
１
２

家族農業体験

環境をテーマにした川柳

食生活ダイエット相談

脳の健康教室

考古資料館企画展
「鮎喰川流域の古墳文化」

ニュースポーツのつどい

ガラス工芸体験観光

活用ください「のびのびパスポート」

休日に市税、国保料の納付ができる
窓口を開設します

平成１９年度
福祉タクシー券の交付

浄化槽の一斉調査にご協力ください

不動産無料相談会

無料調停相談

申…お申し込み方法 問…お問い合わせ先

国民健康保険料未納者に対する戸別訪問
による納付相談や保険料の徴収・口座振替
を推進する非常勤職員を若干名募集。▽応
募資格：市内在住の３０歳以上６０歳未満の人
▽採用期間：６月１日～平成２０年３月３１日
（更新可）▽基本給＝５万円・能率給＝徴収
金額に５／１００を乗じた額、徴収件数１件
に対する額など。平均報酬月額１４０，０００円
（前年度実績）▽保険なし▽面接と書類審査
により選考（面接日：５月２２日�９：００～）。
申所定の申込書で４月１６日�～２７日�（郵
送の場合は当日消印有効）に保険年金課（〒
７７０－８５７１ 幸町２－５ 市役所１階 �
６２１－５１５５）へ。写真１枚と認め印が必要。

とくしま植物園（渋野町入道）で。対象
は市内在住または在勤の人。
◆平成１９年度カントリークラフト教室（春
コース）＝講師は桑島みどりさん。定員は
各班２０人（抽選）。参加費は３，０００円（４回分）。

時間は１班＝１０：３０～１２：３０、２班＝１３：３０～１５：３０
◆平成１９年度押し花教室（春コース）＝講師
は磯田久美さん、速水典子さん。定員は１５
人（抽選）。参加費は３，０００円（３回分）。

時間は、いずれも１０：００～１２：００
◆初心者のためのガーデニング教室（春コー
ス）＝講師はとくしま植物園緑の相談員。定
員は２０人（抽選）。参加費は２，０００円（２回分）。

時間は、いずれも１０：３０～１２：００
申往復はがきに教室名（カントリークラ
フト教室は希望の班も）・住所・名前・年
齢・電話番号・返信あて名を記入し、４月
３０日（振休）（必着）までにとくしま植物園
緑の相談所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５
－１�６３６－３１３１）へ。また、徳島市ホー
ムページ「電子申請」からも申し込み可。

５月～来年１月の毎月１回程度（原則と
して午前に開催）。渋野町公民館横の農地で

（現地集合・解散）。米や野菜を栽培・収穫
するなど、農作業や農産加工の体験。対象
は市内在住で、１年を通して参加のできる
家族１０組（抽選）。ただし、家族に小学生を
含むこと。参加費は年間５，０００円。
申はがきに住所・名前・電話番号・参加
人数を記入し、４月２６日�（当日必着有効）
までに農林水産課（〒７７０－８５７１ 幸町２
－５ �６２１－５２４６）へ。徳島市ホームペ
ージ「電子申請」からも申請可。

地球温暖化などの環境問題や環境に配慮
した生活などをテーマとした川柳（未発表
作品に限る）を募集。応募作品は６月１日
�～７日�〔土・日を除く〕に市役所１階国
際親善コーナーで展示する。
申はがきかファクスで、川柳・住所・名
前（ペンネーム［雅号］がある場合はペン
ネームも）・電話番号を５月１８日�までに
環境保全課（〒７７０－８５７１ 幸町２－５
�６２１－５２１３ �６２１－５２１０）へ。

▽５月２日	＝コンピューターによる食
生活診断▽５月１６日	＝個別相談。いずれ
も１３：００～１７：００。保健センター栄養相談
室（沖浜東２ ふれあい健康館２階）で。
１人１時間。対象は４０歳以上の市民。定員
は各日４人（先着順）。両日でも１日だけで
も可。また、グループ（３人まで）でも可。
申保健センター（�６５６－０５３１）

５月１７日～１０月２５日の毎週木曜日。時間
は①９：３０～②１０：００～③１０：３０～④１１：
００～のいずれか（各３０分）。NPO法人なのは
な徳島（上八万町西山）で。対象は６０歳以
上の介護を必要としない人。内容は、簡単
な読み書きや計算。定員は３０人（先着順）。
参加費は月額２，１００円（教材費含む）。
申 NPO法人なのはな徳島（�６４４－３５０８）
問市民協働課（�６２１－５５１０）

４月２４日�～７月１日�（ただし、毎週
月曜日と祝日の翌日は休館）。鮎喰川下流域
の古墳時代の集落跡、古墳など出土の銅鏡、
武器、装身具、馬具、土器（土師器・須恵
器）、埴輪など約５００点。
問考古資料館（国府町西矢野�６３７－２５２６）

４月２８日
９：００～１２：００。内町小学校
（徳島町城内）体育館・グラウンドで。種
目はペタンクとカローリング。参加は無料。
希望者は、直接会場へ（カローリング参加
者は体育館シューズを持参で）。
問スポーツ振興課（�６２１－５４２７）

５月３日�～５月６日�９：００～１７：００
（受け付けは１５：３０まで）。徳島ガラススタ
ジオ（勝占町中須）で。サンドブラスト体
験他。体験料１，０００円～。直接会場へ。
申徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）

市内の小中学生を対象に、「のびのびパ
スポート」を配布（学校を通じ全児童生徒
に配布）。有効期間中に、パスポート持参で、
神戸市、洲本市、本市およびその周辺市町
の教育関連施設など５６施設を無料で利用可。
問企画調整課（�６２１－５０８５）

４月２９日�１０：００～１６：００。マルナカ徳
島店（西新浜１）３階、市役所１階正面入
り口コーナーで、市税（固定資産税など）、
国保料の納付や納付相談ができる臨時窓口
を開設。納付される人は納付書を持参で。
市役所東側駐車場（JR線路沿い）を利用可。
問納税課（�６２１ー５０７７・５０７８）

対象は市に住民登録し、次のいずれかに
該当する人。①身体障害者手帳（▽下肢ま
たは体幹機能障害を含む総合等級１・２級
▽視覚障害の１級か視覚障害のみの総合等
級１級）を持っている人②身体障害者手帳
（心臓・呼吸器・腎臓・ぼうこう・直腸・
小腸機能障害のいずれか１級に該当）を持
ち、平成１８年度の市町村民税所得割額が２
万円未満の人③療育手帳Aを持っている人。
対象者への通知はしないので注意を。

申印鑑、身体障害者手帳または療育手帳
を持参し、福祉課（市役所南館１階 �６２
１－５１７７ �６２１－５３００）へ。

６月８日�まで、県の委託を受けた�徳
島県環境技術センターが、川内地区の浄化
槽の設置・維持管理・保健所への届け出状
況などを調査。調査員が伺った際には調査
にご協力を。なお、他の地区でも順次実施。
問�徳島県環境技術センター（�６３６－１２
３４）、生活環境課（�６２１－５２１７）

４月２４日�１０：００～１６：００。市役所１階
国際親善コーナーで。不動産鑑定士による
無料相談会を実施。
問�徳島県不動産鑑定士協会（�６２３－７２
４４）、監理課（�６２１－５３２８）

４月１９日�１３：００～１８：００。そごう徳島
店７階特設会場で。相談内容は民事問題（交
通事故、金銭など）と家事問題（離婚、相
続など）。
問徳島調停協会（�６２６－１５８７）、市民生活
課（�６２１－５２００）

燃やせるごみ・資源ごみの収集

４月３０日�の該当地区は、通常どおり
ごみを収集します。生ごみの水は、しっ
かり切ってください。また、菓子箱、包
装紙等の雑がみは、リサイクル可能なの
で、雑誌・ダンボール・紙パックの日に
出してください。
問生活環境課（�６２１－５２１７）

４月は固定資産税・都市計画税
第１期分の納期月です

納期限は５月１日�

児児童童扶扶養養手手当当・・特特別別児児童童扶扶養養手手当当のの申申請請をを受受けけ付付けけてていいまますす
児童扶養手当、特別児童扶養手当を受給するには、申請（認定請求）が必要です。
いずれも、認定請求をした日の属する月の翌月分から、支給事由の消滅した日の属
する月分まで支給されます。

特別児童扶養手当
［対象］身体または精神に一定の障害のあ
る２０歳未満の児童を養育している父母、
または養育者。ただし、児童がその障害
によって公的年金を受けることができる
場合や児童福祉施設など（保育所や通園
施設などを除く）に入所している場合な
どは受給できません。
［手当額］障害の状態や対象年度によって
金額が変わります。

児童扶養手当
［対象］離婚、死亡、障害、１年以上の遺
棄・拘禁状態などで父親の養育を受けて
いなかったり、婚姻によらないで生まれ
た１８歳以下の児童（１８歳に達する日以降、
最初の３月３１日までの児童。一定の障害
のある児童は２０歳未満まで）を養育して
いる母または養育者。ただし、遺族年金
などの公的年金（老齢福祉年金を除く）
を受けることができる場合や児童が児童
福祉施設など（保育所や通園施設などを
除く）に入所している場合などは受給で
きません。また、時効により受給資格が
なくなり請求ができない場合があります。
［手当額］所得額、児童の人数によって金
額が変わります。

※各制度ごとに受給者などの所得限度額
などが定められています。詳しい申請要
件や必要書類についてはあらかじめお問
い合わせください。
［問い合わせ先］子育て支援課（６２１－５１９４）

考古学入門講座（大地からのメッセージ１０） ととくくししまま観観光光ガガイイドドボボラランンテティィアアウウウウウウウウウウウウウウオオオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーーーーーキキキキキキキキキキキキキキンンンンンンンンンンンンンンググググググググググググググメメメメメメメメメメメメメメイイイイイイイイイイイイイイトトトトトトトトトトトトトト講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座
弥弥生生文文化化にに魅魅せせらられれてて 第３期生養成講座 受講生募集地域でウオーキンググループの中心となり、活動できる人を

養成する講座。保健センター元気回復室（ふれあい健康館２階）
で。対象は現在ウオーキングを実施しており、医師から運動制
限を受けていない７４歳までの市民で、全日程に参加できる人。
定員は３０人（先着順）。受講は無料。

［ところ］考古資料館研修室 ［定員］８０人
［受講料］１，０００円（５回分）

市民が一体となったこころ温かいもてなしと積極的な観
光地づくりを行うために、観光客のガイド役として活動し
ていただく同ボランティア養成のための講座を開講します。
［とき］▽講座＝６月２日
～１１月１０日
。毎月３～４日間
（原則として土曜日）▽実習＝１１月中旬～平成２０年３月。
イベント開催日（原則として土・日曜日）［ところ］阿波お
どり会館４階活動室ほか ［対象］市内在住または、在勤の
２０～６４歳で、講座修了後に観光ガイドとして活動する意欲
と体力のある人 ［定員］２０人程度 ［受講料］無料。ただし、
初回に資料代などの実費２，５００円が必要。［申し込み方法な
ど］阿波おどり会館、観光課、徳島駅前観光総合案内所など
に備え付けの所定用紙に、必要事項およびアンケートの答
えを記入し、５月１８日�までに、市観光協会（〒７７０－０９０４
新町橋２－２０ 阿波おどり会館３階 �６２２－４０１０）へ持参、
または郵送（当日消印有効）してください。申し込み多数
の場合は書類選考。
［問い合わせ先］観光課（�６２１－５２３２）

時間はいずれも１４：００～１６：００

［申し込み］所定の申込用紙に受講料を添えて考古
資料館（国府町西矢野�６３７－２５２６）へ。先着順。［申し込み］保健センター（�６５６－０５３１）

内 容

ウオーキングメイトとは・ウオーキングの効果

ウオーキングの基本 （正しい姿勢・歩き方）

ストレッチと筋力トレーニング

ウオーキングの実際「自然の中でウオーキング」

講義「運動障害の予防について」

ウオーキングの実際「楽しみながら歩くコツ」

救急法

まとめ・ウオーキングメイトの活動について

時間は、いずれも１３：３０～１５：００（受け付けは１３：００～）

開催日

５／１６	
５／２３	
５／３０	
６／６	
６／１３	
６／２０	
６／２７	
７／４	

講 師

徳島市立考古資料館長
一山 典

松山市考古館主任学芸員
梅木 謙一さん


徳島県埋蔵文化財センター
主任研究員 近藤 玲さん

香川県埋蔵文化財センター
文化財専門員 北山健一郎さん


高知県文化財団文化財センター
調査第三班長 出原 恵三さん

演 題

弥生の青銅器文化

愛媛の弥生文化

徳島の弥生文化

青銅器からみた
香川の弥生文化

高知平野における弥
生文化の成立と展開

開催日

５／２６


６／２３


７／２８


８／２５


９／２２


徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。 電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（�６２１－５１１１）へ。

広 報第７５７号 平成１９年４月１５日３



徳
島
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
資
源

ご
み
回
収
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
集
団
回
収
を
行
っ
た
団
体

に
対
し
、
回
収
量
に
応
じ
て
奨
励
金

を
交
付
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
は
、

古
紙
類
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
金
属
類
、

布
類
、
び
ん
類
を
対
象
品
目
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
１９
年
度
か
ら
は

廃
食
用
油（
あ
ぶ
ら
）も
回

収
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

廃
食
用
油
に
対
す
る
奨

励
金
は
、
１
㎏
あ
た
り
１２

円
（
古
紙
類
、
ア
ル
ミ
缶

等
は
従
来
ど
お
り
６
円
）

で
す
。

今
ま
で
廃
食
用
油
は
、

ほ
と
ん
ど
が
古
新
聞
や
古

布
に
吸
わ
せ
る
か
、
凝
固

剤
で
固
め
て
燃
や
せ
る
ご

み
と
し
て
排
出
さ
れ
、
焼

却
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
ま
ま
排
水
口
に

流
し
た
場
合
は
、
水
質
汚

染
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

廃
食
用
油
を
回
収
し
再
利
用
す
る

こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

回
収
さ
れ
た
廃
食
用
油
は
、
再
生

工
場
で
精
製
さ
れ
、
飼
料
や
肥
料
な

ど
の
原
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ

か
、
一
部
は
、
軽
油
の
代
替
燃
料
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

【
集
団
回
収
団
体
の
皆
さ
ん
へ
】

現
在
、
市
に
登
録
し
て
い
る
団
体

が
、
新
た
に
廃
食
用
油
を
回
収
す
る

と
き
は
、
市
に
登
録
さ
れ
た
資
源
ご

み
回
収
業
者
で
廃
食
用
油
を
取
り
扱

う
業
者
と
回
収
日
、
回
収
方
法
な
ど

に
つ
い
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
新
た
に
実
施
す
る
皆
さ
ん
へ
】

環
境
衛
生
組
合
、
子
供
会
、
町
内

会
等
の
団
体
で
、
新
た
に
資

源
ご
み
を
集
団
回
収
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
市
に
資
源

ご
み
回
収
団
体
と
し
て
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。
回
収
量
に

応
じ
て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

資資
源源
ごご
みみ
回回
収収
運運
動動
をを
支支
援援
しし
てて
いい
まま
すす

廃廃
食食
用用
油油
をを
リリ
ササ
イイ
クク
ルル
しし
まま
しし
ょょ
うう

ごみ減量マスコット

徳
島
市
で
は
、
下
表

の
保
育
所
で
今
年
度
の

「
わ
ん
ぱ
く
教
室
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

「
わ
ん
ぱ
く
教
室
」で

は
、
子
ど
も
は
集
団
保

育
を
体
験
し
た
り
、
遊

び
の
中
で
子
ど
も
同
士
の
付
き
合
い

方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
は
保
護
者
同
士
で
育
児
の
話

を
し
た
り
、
保
育
士
に
相
談
す
る
こ

と
で
育
児
の
不
安
の
解
消
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
対
象
﹈市
内
に
在
住
し
、
就
学
前
の

児
童
を
家
庭
で
保
育
し
て
い
る
家
庭

（
子
ど
も
だ
け
の
参
加
は
不
可
）

﹇
定
員
﹈各
保
育
所
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

﹇
参
加
費
﹈無
料
（
飲
食
物
は
各
自
で

用
意
）

﹇
申
し
込
み
﹈直
接
希
望
の
保
育
所
へ

育児の不安解消にご利用ください

わわんんぱぱくく教教室室

▲廃食用油をボランティアで回収する「富田生活学校」の皆さん。４
月からは資源ごみ回収運動として廃食用油の回収を行っています。

徳
島
市
で
は
、
夏
休
み

に
産
業
文
化
姉
妹
都
市
で

あ
る
帯
広
市
の
子
ど
も
た

ち
が
徳
島
を
訪
れ
て
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
、
冬
に
は

徳
島
市
の
子
ど
も
た
ち
が

帯
広
市
を
訪
問
し
て
雪
国

の
生
活
を
楽
し
む
親
善
交

流
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
お
子
さ
ん
の
ご
家
庭

に
は
、
夏
休
み
に
帯
広
市
か
ら
来
る

子
ど
も
た
ち
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
７

月
２５
日
・
２６
日
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
募
集
人
員
﹈市
内
在
住
の
小
学
生

（
４
〜
６
年
生
）
男
女
各
１０
人
程
度

﹇
と
き
﹈▽
受
け
入
れ＝

７
月
２４
日
�

〜
２７
日
�
の
４
日
間
▽
訪
問＝

１２
月

２５
日
�
〜
２８
日
�
の
４
日
間

﹇
参
加
費
﹈受
け
入
れ＝

約
５
０
０
０

円
。
訪
問＝

約
６
万
円

﹇
申
し
込
み
﹈所
定
の
申
込
書
で
５
月

３１
日
�
ま
で
に
観
光
課
へ
。

帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももも親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流 参参加加者者
募募 集集

徳
島
城
博
物
館
で
６

月
に
開
講
す
る
「
講
座

の
す
す
め
」（
全
１０
回
）

の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
内
容
や
日
程
は
左

上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

日
本
の
伝
統
文
化
や
歴

史
、
美
術
な
ど
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

﹇
対
象
﹈市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
１８
歳
以

上
の
人
。
た
だ
し
、「
こ

ど
も
歴
史
講
座
」
は
市

内
の
小
学
生
と
保
護
者
の
ペ
ア

﹇
受
講
料
﹈各
講
座
３
０
０
０
円

﹇
申
し
込
み
﹈往
復
は
が
き
に
希
望
講

座
名
、
住
所
、
名
前
、
年
齢
（
子
ど

も
は
学
校
名
と
学
年
も
）、

電
話
番
号
、
返
信
あ
て
名

を
記
入
し
、
５
月
１８
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
徳
島
城

博
物
館
（
〒
７
７
０
―
０

８
５
１

徳
島
町
城
内
１

―
８
）
へ
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。

徳徳島島城城博博物物館館受受講講生生
募募集集 講講講座座座のののすすすすすすめめめ

※平成１９年度からおおぎ保育園は事業を実施していません。ご了承ください。

徳島城博物館の開館１５周年を記

念して、日ごろ博物館で入館者の

皆さんをガイドしているボランテ

ィアの皆さんに「おすすめの逸

品」をリクエストしてもらいまし

た。展示作品の見どころや魅力な

どを分かりやすく解説したコメン

トを添えて展示します。

［とき］４月１７日�～７月８日�
［展示内容］「柳橋水車図屏風」（徳島県指定

文化財）＝上写真（部分）、「波濤蒔絵鎧」

（初代・飯塚桃葉作、徳島県指定文化財）

＝左写真ほか

［入館料］一般３００円、高校・大学生２００円、

中学生以下無料

［問い合わせ先］徳島城博物館（�６５６－２５２５）

［とき］１０：００～１７：００（最終日は１６：００まで）
［ところ］新町川公園一帯
［内容］有名連による阿波おどり、徳島の物産展、徳島ラー
メン博、阿波の工芸・芸能コーナー、バンドコンテストな
ど。徳島市コーナーでは、とくしま観光ガイドボランティ
ア会による観光案内を実施（各日１０：３０～／１３：３０～）

…………………………………………………………………………
▽同期間、阿波おどり会館で協賛イベントを開催します▽

第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回回回帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯広広広広広広広広広広広広広広・・・・・・・・・・・・・・徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳島島島島島島島島島島島島島島のののののののののののののの物物物物物物物物物物物物物物産産産産産産産産産産産産産産展展展展展展展展展展展展展展
産業文化姉妹都市・帯広市の特産品や徳島の物産などの展示

即売会を行います。※会場で２，０００円以上お買い上げの先着１００
人に抽選で映画「眉山」ペアチケットや物産品などをプレゼン
ト。（９：００～１７：３０。最終日は１６：００まで）

眉眉眉眉眉眉眉眉眉眉眉眉眉眉山山山山山山山山山山山山山山ロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププウウウウウウウウウウウウウウェェェェェェェェェェェェェェイイイイイイイイイイイイイイ開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設５５５５５５５５５５５５５５００００００００００００００周周周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年年記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業
１２歳以下の子どもを対象に、眉山ロープウェイの無料サービスを行います（９：００～１７：３０）。
保護者同伴でご利用ください。なお、強風などのため、運行できない場合があります。
［問い合わせ先］阿波おどり会館（�６１１－１６１１）、眉山ロープウェイ（�６５２－３６１７）

徳島城博物館開館１５周年ボランティア協同企画展はははななな・・・はははるるる・・・フフフェェェスススタタタ２２２００００００７７７ 444／／／２２２８８８���～～～３３３０００日日日（（（振振振休休休）））
ボランティアが選んだ徳島城博物館の名品

▲昨年の物産展の様子

教材費など

１０，０００円

三味線一
式持参で

実費

実費

交通費
実費
交通費
実費

実費

交通費
実費

定員

２０

２０

５０

５０

８０

７０

３０組

７０

講師（担当）

高橋京子

金森鯉実

森兼三郎

藤井悦子

林 啓介

根津寿夫

小川裕久

須藤茂樹

講座名
能（謡・仕舞）
入門講座
三味線
手習い講座

古建築講座

藤井悦子の
書の講座
阿波の文学と
歴史セミナー

古文書講座

こども
歴史講座

美術講座

曜日／時間
第１・３火曜日
１３：３０～１５：３０
第２・３木曜日
１０：００～１１：３０
第３水曜日
１０：００～１１：３０
第１・３木曜日
１３：３０～１５：３０
第３金曜日
１３：３０～１５：００
第１土曜日
１３：００～１４：３０
第２土曜日
１０：００～１１：３０
第３土曜日
１３：３０～１５：００

電話番号

６２２－８５８７

６２５－７５２４

６２２－３４３３

６３１－７２８９

６５４－２９６７

６３２－０６５４

６６５－３５６１

６５４－５６５６

６６５－１５１０

６６３－２４３５

６６３－０３６０

６２６－３２３２

６３２－２３３３

６６５－７７６８

６０２－４８６０

６６４－４８８８

所 在 地

福島一丁目６－６２

住吉二丁目７－４４

伊賀町１丁目６－９

北矢三町二丁目７－５６

福島一丁目６－２４

中島田町３丁目１８

川内町大松６８－１

中吉野町２丁目１

川内町下別宮西３８－２

大原町中須５１－１

大原町中須６３－６

中昭和町４丁目８０

北田宮二丁目２－５８

川内町鶴島４－１

寺島本町西二丁目３５－９

北沖洲３丁目８－７２

開 催 日

毎週木曜日９：３０～１１：００

毎週木曜日９：３０～１１：００

毎週水曜日９：３０～１１：３０

毎週木曜日９：３０～１１：００

毎週木曜日１０：００～１１：３０

毎週木曜日９：５０～１１：３０

毎週火曜日１０：００～１１：３０

毎週金曜日９：３０～１１：００

毎週水曜日９：３０～１１：００

毎週火曜日９：４０～１１：００

毎週火曜日９：３０～１１：３０

毎週木曜日９：３０～１１：３０

毎週木曜日９：３０～１１：３０

毎週水曜日９：４５～１１：００

毎週木曜日１０：００～１１：３０

毎週金曜日１０：００～１１：３０

保育所名

阿波国慈恵院
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西富田乳児
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くるみ
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青嵐
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四国大学附属
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